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1 計画の成果⽬標 
成果指標の設定 

本計画の施策を実⾏するに当たり，本計画で掲げる四つの⽬標に対する成果指標として，
緑が持つ機能を定量的に評価可能な指標を設定しました。 

これらの成果指標を⽤い，緑の基本計画及び⽣物多様性地域戦略の進捗管理を⾏います。 
成果指標は，緑地などの量を表す指標に加え，⽣物多様性の保全に資する緑を評価する

ために「都市における⽣物多様性指標（簡易版）（以下「⽣物多様性指標」）」に基づき設定
しました。「⽣物多様性指標」は，都市の⽣物多様性の確保に向けた取組を⼀層⽀援するこ
とを⽬的に，都市における⽣物多様性の状況及びその確保に向けた取組の状況について，
地⽅公共団体が把握，評価し，将来の施策⽴案，実施，普及啓発などに活⽤できるツール
となるよう策定されたものです。本計画は⽣物多様性地域戦略を包含したものであり，⽣
物多様性に配慮し⽣態系を守ることは，緑の将来像である「守⾕の豊かな緑を保全・継承
し，さらにグリーンインフラにより，世代を超えて⼈と緑がつながる，幸福〜well being〜
にあふれるまち」の実現に資することから，本計画の成果指標として採⽤しました。 

なお，将来像の達成度を評価するアウトカム指標は，毎年実施している市⺠アンケート
における「⾃然環境の満⾜度」及び転⼊者の「“⾃然の豊かさ”を理由とした転⼊者の割合」
としました。 
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表 7-1 緑の⽬標と成果指標 
（現況値：令和２(2020)年度，中間⽬標値：令和 12(2030)年度，将来⽬標値：令和 22(2040)年度） 

⽬標１：緑の保全と活⽤を通じて，守⾕の豊かな緑を次世代へ継承する 
【成果指標の考え⽅】 
▶守⾕市は昔から多様な緑を活⽤したまちづくりが進められてきました。 
▶今後も「緑地・法令により守られる緑地」を現状の⽔準で維持することを指標とします。 

成果指標 指標の説明 現況値 中間⽬標値 将来⽬標値 
 

①緑地⾯積の割合 市域において確保さ
れている緑地 47.41％ 46％ 46％ 

②法令などで守られて
いる緑地⾯積の割合 

将来にわたって保全
される緑地 16.43％ 17％ 17％ 

 
⽬標２：新たな魅⼒的で居⼼地の良いまちを創出する 
【成果指標の考え⽅】 
▶市街地への公園・緑地などの整備や，河川敷の⾃然災害時の洪⽔調整活⽤を進めてきました。 
▶今後も「公園・緑地」の充実と「浸透機能を持つ緑被地」を維持することを指標とします。 

成果指標 指標の説明 現況値 中間⽬標値 将来⽬標値 

 ③⼀⼈あたり公園・
緑地⾯積 

市⺠の活動の場としての
公園・緑地⾯積 

15.68 
㎡/⼈ 

18 
㎡/⼈ 

18 
㎡/⼈ 

④浸透機能を持つ緑
に覆われた⾯積の割
合 

市 域 に お い て ⾬ ⽔ の 貯
留・浸透機能を発揮する
緑に覆われた⾯積 

61.08％ 61％ 61％ 

 
⽬標３：多様な⽣物と共存・共⽣した⾃然の恵みあふれる持続可能なまちをつくる 
【成果指標の考え⽅】 
▶多様な⽣物の住みかである⽣物多様性に配慮しながら，⼈と⽣物とが共存・共⽣してきました。 
▶今後も「豊かな⾃然」を保全し，「⽣物多様性保全に関わる取組」を拡充することを指標とします。 

成果指標 指標の説明 現況値 中間⽬標値 将来⽬標値 

 

⑤エコロジカルネッ
トワークとして機能
する質の⾼い⾥⼭の
⾯積の割合※1 

守⾕市の特徴である質の
⾼い⾥⼭の⾃然環境が維
持されている⾯積 

25.85％ 26％ 26％ 

⑥⾏政や市⺠による
⽣物多様性保全に関
わる取組数 

⼿引き※2 における⾏政や
市⺠による取組項⽬全 28
項⽬に対する該当数 

10 項⽬ 
(35.7％) 

23 項⽬ 
(82.1％) 

28 項⽬ 
(100％) 

 
⽬標４：緑を通じて，⼈と⼈とのつながりや幸福〜well being〜を⽣み出す 
【成果指標の考え⽅】 
▶⾃然体験学習や環境保全活動など，各地区で様々な地域活動が⾏われています。 
▶今後も⼈と⼈とのつながりを⽣む「緑化・保全活動」の活性化を推進することを指標とします。 

成果指標 指標の説明 現況値 中間⽬標値 将来⽬標値 
 

⑦⾃然環境保全に関する活
動を⾏った市⺠の割合※3 

⾃然環境保全活動
の実施状況 13.3％ 15％ 20％ 

⑧緑化などの活動を実施し
ている市⺠の割合※3 

⾝近な緑化活動の
実施状況 38.9％ 40％ 42％ 

 
  
※1：国⽴環境研究所「さとやま指数の算出⽅法について」を参考にさとやま指数の考え⽅をもとに算出 
※2：国⼟交通省｢都市における⽣物多様性指標（簡易版）｣に基づき成果指標を設定 
※3：令和元（2019）年度守⾕市まちづくり市⺠アンケート結果 
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緑の将来像：守⾕の豊かな緑を保全・継承し，さらにグリーンインフラにより， 
世代を超えて⼈と緑がつながる，幸福〜well being〜にあふれるまち 

【成果指標の考え⽅】 
▶各取組や施策を推進し，⽬標 1〜４を達成することが緑の将来像の実現につながります。 
▶守⾕市の⾃然環境が市内外に評価され，⾃然の豊かさが転⼊のきっかけとなることを指標とします。 

成果指標 指標の説明 現況値 中間⽬標値 将来⽬標値 

 

⑨守⾕市の⾃然環
境に満⾜している
市⺠の割合※3 

守⾕市の⾃然環境に対す
る市⺠の満⾜度 80.8％ 81％ 82％ 

⑩“⾃然の豊かさ”
を理由とした転⼊
者の割合※3 

守⾕市への転⼊の際に⾃
然のあるまちであること
を重視した割合(転⼊ 5
年未満の市⺠対象) 

10.2％ 11％ 13％ 

  ※1：国⽴環境研究所「さとやま指数の算出⽅法について」を参考にさとやま指数の考え⽅をもとに算出 
※2：国⼟交通省｢都市における⽣物多様性指標（簡易版）｣に基づき成果指標を設定 
※3：令和元（2019）年度守⾕市まちづくり市⺠アンケート結果 
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成果指標の算出⽅法 

  1）緑の⽬標１：緑の保全と活⽤を通じて，守⾕の豊かな緑を次世代へ継承する 

 成果指標①：市域に占める緑地⾯積の割合 

市内の公園などの施設などにより確保されている緑の⾯積（緑地）が市域に占める割合
を成果指標①として設定します。 

現況値は 47.41％となります。 
これらの緑を確保・維持していくことで，地球温暖化ガスを吸収する効果や周辺温度を下

げる冷涼効果などが発揮され，緑からの恵みを今後も継続的に享受することができます。 
 

 
 
 

 成果指標②：法令などで守られている緑地⾯積の割合 

法令などにより確保・保障されている緑が緑地の合計⾯積に占める割合を成果指標②と
して設定します。 

現況値は 16.43％となります。 
対象とする緑は，都市緑地（10.18ha），⽣産緑地地区（2.74ha），地域森林計画対象⺠有

林（192.06ha），保存緑地（70.48ha），市⺠農園（2.53ha）です。 
 

 
 

  

成果指標①＝（緑地の合計⾯積/市の⾏政区域⾯積）×100 

成果指標②＝（法令などにより確保されている緑地⾯積/緑地の合計⾯積）×100 
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  2）緑の⽬標２：多様な緑が息づく，グリーンインフラを活⽤した新たな魅⼒的なまちを創出する 

 成果指標③：⼀⼈当たりの公園・緑地⾯積 

⼈⼝⼀⼈当たりの都市公園や公共空地などの公園・緑地⾯積を成果指標③として設定し
ます。 

現況値は 15.68 ㎡/⼈となります。 
 

 
 

 成果指標④：浸透機能を持つ緑に覆われた⾯積の割合 

守⾕に存在する緑の内，地中に⾬⽔が貯留・浸透できる緑が市域に占める割合を成果指
標④として設定します。なお，地中に⾬⽔を貯留・浸透できる緑とは，⽔⽥や畑，⼭林，
原野，及び池沼を指します。 

現況値は 61.08％となります。 
 

 
※⽔⽥，畑，⼭林，原野，及び池沼の⾯積は，地⽬別⾯積⼀覧（令和 2 年 1 ⽉ 1 ⽇時点）の⾯積を⽤いまし

た。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 7-1 浸透効果のイメージ 

  

成果指標③＝公園・緑地⾯積/市の⼈⼝ 

成果指標④＝（地中に⾬⽔が貯留・浸透可能な緑地⾯積/⾏政区域⾯積）×100 
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  3）緑の⽬標３：多様な⽣物と共存・共⽣した⾃然の恵みあふれる持続可能なまちをつくる 

 成果指標⑤：エコロジカルネットワークとして機能する質の⾼い⾥⼭の⾯積の割合 

守⾕市の優れた⾃然環境は，⽔⽥や畑地，ため池，⼆次林など多様な⼟地利⽤や⾃然環
境で構成される「⾥⼭の環境」です。エコロジカルネットワークを形成し，将来にわたっ
て多様な⽣物と共存・共⽣をしていくためには，このような⾥⼭の環境を維持していくこ
とが必要です。 

そこで，本成果指標では，⽔⽥や畑地，ため池，⼆次林など，⼟地の多様度を表す「さ
とやま指数」を⽤い評価しました。この指数を⽤いて「質の⾼い⾥⼭の⾯積（さとやま指
数が市内の平均値以上）」が市域にしめる割合を成果指標⑤として設定しました。 

現況値は 25.85％となります。 
 

 
 
 

※さとやま指数は，国⽴環境研究所の「さとやま指数の算出⽅法について」を参考に算出し，算出には植⽣
図を基に算出しました。 

※市内の平均値以上の「さとやま指数」を持つ，優れた⾥⼭環境の地域は図 7-1 に⽰すとおりです。守⾕野
⿃のみち，市役所周辺，⽴沢⼀帯，野⽊崎地区，⾼野地区や河川沿いがとても優れた⾥⼭環境です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※さとやま指数が守⾕市内平均値 0.089 以上のメッシュのみ表⽰しています。 

 

図 7-2 本市における優れた⾥⼭の環境が⾒られる地域（平均値以上の地域） 

成果指標⑤＝（「さとやま指数」が守⾕市の平均値（0.089）以上となるメッシュの合計⾯積  
／ 市域⾯積）×100 

守⾕野⿃のみち ⽴沢⼀帯 

市役所周辺 

野⽊崎地区 

⾼野地区 

【対象⼟地利⽤】 

※さとやま指数＝SDI × （1−pagri） <pagri：農業的⼟地利⽤の割合 SDI：シンプソンの多様度指数> 
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 成果指標⑥：⾏政や市⺠による⽣物多様性保全に関わる取組数 

国⼟交通省｢都市における⽣物多様性指標（簡易版）｣における，⾏政や市⺠による取組
項⽬全 28 項⽬に対する該当数を指標として設定しました。 

全 28 項⽬のうち，⾏政の⽣物多様性への取組状況を評価する項⽬が 14 項⽬，⾏政計画
への住⺠などの参加状況を評価する項⽬が８項⽬，動植物種の状況を評価する項⽬が６項
⽬となっています。 

なお，中間⽬標値については，本計画の策定及び PDCA による進⾏管理，事業評価によ
りおおむね 10 年間での達成が⾒込まれる項⽬について該当することを⽬標とし，その他
の項⽬については 20 年後の将来⽬標とし設定しました。 

現況値は 10 項⽬となります。 
 

表 2 ⾏政の⽣物多様性への取組状況の評価項⽬ 
No. 評価項⽬ 現況 中間 将来 

1 緑被地・⽔⾯などの分布状況または動植物の⽣息・⽣育状況などに関する調査を独⾃に実
施しているか。 × × ○ 

2 ⽣態系の保全や動植物種などの保護のための法令の規制などの状況やエコロジカルネッ
トワークの形成を図っていく上で関連する計画・事業などを調査しているか。 × ○ ○ 

3 
動植物の⽣息地または⽣育地となる緑被地・⽔⾯などを，地形，推計，植⽣などの特性，
⽣息・⽣育する動植物の特性，法令の規制などによる緑地の担保性などからエコロジカル
ネットワークの構成要素として評価しているか。 

× ○ ○ 

4 ⽣物多様性の確保に関する⽬標を位置付けているか。 × ○ ○ 

5 ⽣物多様性の確保のためのエコロジカルネットワークの形成⽅針，緑地の配置⽅針を位置
付けているか。 × ○ ○ 

6 エコロジカルネットワークを形成する緑被地・⽔⾯などの保全・再⽣・創出に関する施策
を 1 つ以上位置付けているか。 ○ ○ ○ 

7 エコロジカルネットワークを形成する緑被地・⽔⾯などの管理・活⽤に関する施策を 1 つ
以上設けているか。 ○ ○ ○ 

8 都市の⽣物多様性の確保に関する No.1〜7 の施策を 1 つ以上位置付けているか。 ○ ○ ○ 
9 都市の⽣物多様性に関する他の計画との整合が図られているか。 × ○ ○ 
10 施策の実施に必要な予算を確保し，施策を実施しているか。 × ○ ○ 
11 施策実施状況を把握しているか。 × ○ ○ 
12 施策効果を把握し，その点検・評価を⾏っているか。 × ○ ○ 
13 施策の実施・点検・評価に際し，他部局との間で連携を図る仕組みがあるか。 × ○ ○ 
14 施策の点検・評価結果を計画・施策に反映しているか。 × ○ ○ 

該当項⽬数計 ３ 13 14 
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表 3 ⾏政計画への住⺠などの参加状況の評価項⽬ 
No. 評価項⽬ 現況 中間 将来 

1 住⺠などの意⾒を計画に反映しうる取組を実施しているか。 ○ ○ ○ 

2 住⺠などへの計画の公表など，広報・普及啓発活動を実施しているか。 ○ ○ ○ 

3 NPO，住⺠，事業者などの多様な主体と連携し，動物の⽣息または⽣息地となる緑地など
の保全・再⽣・創出及び管理を⾏っているか。 ○ ○ ○ 

4 NPO，住⺠，事業者などの多様な主体と連携し，外来⽣物の防除や，在来種の保全に関す
る取組を⾏っているか。 ○ ○ ○ 

5 計画に基づき，⽣物多様性に配慮した緑化⽅法などの住⺠などへの周知など⽣物多様性に
関する普及啓発の施策を実施しているか。 × ○ ○ 

6 計画に基づき，⽣物多様性に関する環境教育の施策を実施しているか。 × ○ ○ 

7 NPO，住⺠，企業などの事業者，教育・研究機関及び専⾨家などの多様な主体と連携し，
継続的に施策の実施状況を把握し，施策効果の点検・評価を⾏っているか。 × ○ ○ 

8 住⺠などとの共同による施策の点検・評価結果を計画・施策に反映しているか。 × × ○ 

該当項⽬数計 ４ ７ ８ 
 

表 7-4 動植物種の状況の評価項⽬ 
No. 評価項⽬ 現況 中間 将来 

1 都市に⽣息・⽣育する動植物の種数の関する調査の実施 ○ ○ ○ 

2 調査の継続的な実施 ○ ○ ○ 

3 調査の定期的な実施（調査の実施頻度） × × ○ 

4 調査の調査地域の固定 × × ○ 

5 調査の対象となっている動植物種の固定 × × ○ 

6 動植物の観察，計測⽅法などの資料の記録保管 ○ ○ ○ 

該当項⽬数計 ３ ３ ６ 
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  4）緑の⽬標４：緑を通じて，⼈と⼈とのつながりや幸福〜well being〜を⽣み出す 

 成果指標⑦：⾃然環境保全に関する活動を⾏った市⺠の割合 

守⾕市まちづくり市⺠アンケートの結果より，⾃然環境保全に関する活動を⾏ったと回
答した市⺠の割合を算出し，成果指標として設定しました。 

現況値は 13.3％となります。 
 

成果指標⑦ 
現況値 中間⽬標値 将来⽬標値 

令和 2 年度 
（2020 年度） 

令和 12 年度 
（2030 年度） 

令和 22 年度 
（2040 年度） 

⾃然環境保全に関する活動を⾏った
市⺠の割合 13.3％ 15％ 20％ 

 

 成果指標⑧：緑化などの活動を実施している市⺠の割合 

守⾕市まちづくり市⺠アンケートの結果より，⾝近な緑化活動を実施していると回答し
た市⺠の割合を算出し，成果指標として設定しました。 

現況値は 38.9％となります。 
 

成果指標⑧ 
現況値 中間⽬標値 将来⽬標値 

令和 2 年度 
（2020 年度） 

令和 12 年度 
（2030 年度） 

令和 22 年度 
（2040 年度） 

緑化などの活動を実施している市⺠
の割合 

38.9％ 40％ 42％ 
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  5）緑の将来像の達成を評価するアウトカム指標 

 成果指標⑨：守⾕市の⾃然環境に満⾜している市⺠の割合 

守⾕市まちづくり市⺠アンケートの結果より，守⾕市の⾃然環境に満⾜している市⺠の
割合を算出し，成果指標として設定しました。 

現況値は 80.8％となります。 
 

成果指標⑦ 
現況値 中間⽬標値 将来⽬標値 

令和 2 年度 
（2020 年度） 

令和 12 年度 
（2030 年度） 

令和 22 年度 
（2040 年度） 

守⾕市の⾃然環境に満⾜している市
⺠の割合 80.8％ 81％ 82％ 

 

 成果指標⑩：“⾃然の豊かさ”を理由とした転⼊者の割合 

守⾕市まちづくり市⺠アンケートの結果より，“⾃然の豊かさ”を理由とした転⼊者の割
合を算出し，成果指標として設定しました。 

現況値は 10.2％となります。 
 

成果指標⑧ 
現況値 中間⽬標値 将来⽬標値 

令和 2 年度 
（2020 年度） 

令和 12 年度 
（2030 年度） 

令和 22 年度 
（2040 年度） 

“⾃然の豊かさ”を理由とした転⼊者
の割合 

10.2％ 11％ 13％ 

 
 
 
  



第７章 計画の推進 
 

96 
 

2 計画の進⾏管理 

本計画の施策を実⾏するに当たり，PLAN（計画），DO（実施），CHECK（効果検証），
ACTION（改善）の PDCA サイクルに基づき⾏います。 

また，毎年実施の事務事業評価にて施策状況の把握を⾏うとともに，計画期間の 20 年
をおおむね 5 か年ごとに，関係機関や守⾕市景観審議会と連携を図り段階的に計画の進⾏
管理を⾏います。 

 
PLAN（計画） 
緑の基本計画における施策の事業計画を⽴案します。 
 
DO（実施） 
事業計画などに基づき施策の実施や各主体の協働による取組を⾏います。 
 
CHECK（効果検証） 
成果指標などを⽤いた計画の進捗状況の把握や問題・課題の把握・整理を⾏います。 
 
ACTION（改善） 
効果検証により課題などが⽣じた場合，要因分析と合わせて推進施策の⾒直しや新規施
策の⽴案などを⾏い，計画の改善を図ります。 
 
 
 
 

 
 
 

 

Plan 
（計画） 

Check 
（効果検証） 

Action 
（改善） 

Do 
（実施） 

 

ステップアップ 

社会情勢の変化
など 


